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フアウェアネスであるが，Crosson, Barco, Velozo, 















る（Sohlberg & Mateer, 2001）。そこで，高次脳機能障
害者のリハビリテーション実施に当たっては，身体機能
や認知機能だけでなくセルフアウェアネスも意識する必
要があること（Mateer, Sira, & O’Connell, 2005；Leung 
& Liu, 2011）が指摘されている。また，セルフアウェ
アネスの高さと心理的ストレスの高さが関係することも
指摘されており（Fleming & Ownsworth, 2006；Coo-









は，O’Callaghan, Powell, & Oyebode（2006）の，セル
フアウェアネスの獲得から障害受容に至る過程における
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男性 女性 復職者 M ± SD
知的アウェアネス段階 11 8 3 0 34．36±11．54
体験アウェアネス段階 10 8 2 0 29．80±7．54
予測アウェアネス段階 10 7 3 7 30．90±9．97





























































知的アウェアネス段階 体験的アウェアネス段階 予測的アウェアネス段階 計
回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％
テーマ 1 ある 8 24．24 15 50．00 18 60．00 41 44．09
どちらでもない 6 18．18 8 26．67 6 20．00 20 21．51
ない 19 57．58 7 23．33 6 20．00 32 34．41
計 33 100．00 30 100．00 30 100．00 93 100．00
テーマ 2 ある 14 42．42 21 70．00 15 50．00 50 53．76
どちらでもない 6 18．18 2 6．67 5 16．67 13 13．98
ない 13 39．39 7 23．33 10 33．33 30 32．26
計 33 100．00 30 100．00 30 100．00 93 100．00
テーマ 3 ある 16 36．36 20 50．00 12 30．00 48 38．71
どちらでもない 10 22．73 5 12．50 13 32．50 28 22．58
ない 18 40．91 15 37．50 15 37．50 48 38．71
計 44 100．00 40 100．00 40 100．00 124 100．00
テーマ 4 ある 16 72．73 15 75．00 15 75．00 46 74．19
どちらでもない 3 13．64 0 0．00 4 20．00 7 11．29
ない 3 13．64 5 25．00 1 5．00 9 14．52
計 22 100．00 20 100．00 20 100．00 62 100．00
テーマ 5 ある 56 42．42 67 55．83 56 46．67 179 48．12
どちらでもない 25 18．94 22 18．33 31 25．83 78 20．97
ない 51 38．64 31 25．83 33 27．50 115 30．91
計 132 100．00 120 100．00 120 100．00 372 100．00
テーマ 6 ある 14 42．42 13 43．33 14 46．67 41 44．09
どちらでもない 5 15．15 4 13．33 5 16．67 14 15．05
ない 14 42．42 13 43．33 11 36．67 38 40．86
計 33 100．00 30 100．00 30 100．00 93 100．00
テーマ 7 ある 24 36．36 27 45．00 22 36．67 73 39．25
どちらでもない 13 19．70 6 10．00 10 16．67 29 15．59
ない 29 43．94 27 45．00 28 46．67 84 45．16
計 66 100．00 60 100．00 60 100．00 186 100．00
テーマ 8 ある 19 57．58 15 50．00 11 36．67 45 48．39
どちらでもない 7 21．21 7 23．33 7 23．33 21 22．58
ない 7 21．21 8 26．67 12 40．00 27 29．03
計 33 100．00 30 100．00 30 100．00 93 100．00
全体 ある 167 42．17 193 53．61 163 45．28 523 46．86
どちらでもない 75 18．94 54 15．00 81 22．50 210 18．82
ない 154 38．89 113 31．39 116 32．22 383 34．32



















した割合についてχ 2 検定を実施した。χ 2 検定の結
果，回答数の割合に有意な違いが認められたのはテーマ













6 尺度の T 得点の平均，標準誤差は表 4 に示すとおり
である。
アウェアネス段階の気分の差異について検討するため





アネス段階の F 尺度 T 得点の平均値には有意差が認め
られ（p＜．05），体験的アウェアネス段階および予測的



























図 2 　テーマ 1 に関する心理的体験の有無






















図 3 　POMS 短縮版 F 尺度 T 得点の平均および標準誤差
表 4 　各アウェアネス段階の短縮版 POMS の結果
知的アウェアネス段階 体験的アウェアネス段階 予測的アウェアネス段階
平均値 標準誤差 平均値 標準誤差 平均値 標準誤差
T-A 48．00 3．036 54．60 4．397 56．00 4．069
D 48．73 3．419 58．80 5．318 54．90 4．311
A-H 48．27 3．555 59．40 4．660 51．10 2．410
V 43．36 3．404 47．70 3．363 45．90 3．430
F 44．18 2．445 54．20 3．687 55．70 3．786




















































































ing et al., 2006；Cooper-Evans et al., 2008；Malec, Tes-
ta, Rush, Brown, & Moessner, 2007；McBrinn, Colin 









Carter, Roth, & Hodges, 2004）や，脳損傷者のセルフ
アウェアネスと ADL 能力改善に関する研究（Ekstam, 
Uppgard, Kottorp, & Tham, 2007），セルフアウェアネ
スを意識したリハビリテーションに関する研究（Ma-































Abreu, Seale, Scheibel, Huddleston, Zhang, & Otten-
bacher（2001）の研究ではアウェアネスに階層性は認
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